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et al., 1982）、一方で異地性のブロックを含むメランジュを伴うことが知られている（e.g. 












出、貫入している現地性の玄武岩が存在している例も知られている（e.g. 君波ほか , 1992； 
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君波・宮下 , 1992）。君波ほか （1992）、君波・宮下（1992）は、HFS 元素や遷移金属元素組










図 1 玄武岩及び斑レイ岩の試料採取地（平ほか, 1980b に基づいて作成） 




図 1　玄武岩及び斑レイ岩の試料採取地（平ほか , 1980b に基づいて作成）



































































奥郷 - 池山池付近にも分布しており、佐喜浜メランジュとされている（図 1）。佐喜浜町の特
に佐喜浜川と唐の谷川周辺には、およそ 1km × 2km の巨大な玄武岩体もあることが知られ、



















図 2 玄武岩及びハンレイ岩の試料採取地の露頭写真 














図 2 玄武岩及びハンレイ岩の試料採取地の露頭写真 















点から、各ジオサイト「唐谷の滝」（Loc. 2: 北緯 33°24′25″、東経 134°10′46″； 図 2a）及











































図 3 薄片の偏光顕微鏡写真 






a, b, 斑レイ岩；c, d, 玄武岩。Cal, 方解石；Chl, 緑泥石；Hem, 赤鉄鉱；Pl, 斜長石。
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なく、それ以前の熱水変質、あるいは水（流体）が関与した変質であった可能性がある。
5. 塩基性火成岩の化学組成について
　玄武岩、斑レイ岩は共に SiO2 （wt.%） が低く（＜ 49%）、おそらくピクライト質玄武岩、
あるいは沈積結晶（カンラン石など）を多く含む、斑レイ岩に相当するものであった可能















図 4 玄武岩、斑レイ岩試料の全岩化学分析結果に基づく岩石区分 







a, Floyd and Winchester（1975）； b, Winchester and Floyd（1976）
－ Nb/Y 図 （Floy  and Winchester, 1975）、および Zr/（P2O5 x 10
4） － TiO2図（Winchester 
and Floyd, 1976）では、玄武岩および斑レイ岩共に、ソレアイト系列の玄武岩組成領域にプ
ロットされる。次に、コンドライトで規格化した希土類元素図（REE 図 5a）、および通常使

















図 5 玄武岩、斑レイ岩試料の希土類元素図、および不適合元素のスパイダー図 


























素でデータの大きなばらつきが確認できる（Cs, Rb, Ba, U, K, Pb, Sr）。これらは、おそらく
海水の混入による海洋プレート上での変質、あるいはプレート沈み込み時の変質、さらには
付加体に混入時のいずれかの変質の過程での元素の移動によるもの、と推測される。斑レイ
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